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書類のイメージ処理を可能としたワークフローシステム
"TEAMSTAR”
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イメージ&ワークフローシステム"TEAMSTAR”の画面例

業務の流れを定義するワークフロー画面(a)と,このフローに従って音声･コメント･アノテーションなどをはり付けた

イメージデータが流れる実際操作画面(b)とにより,スムーズなビジネスコミュニケーションを実現する｡

オフィス業務の生産性向_Lに対する要求が増大し

ている小で,書類の回覧を電子化するワークフロー

システムが注目されている｡しかし,単なる文字情

報をコード化したシステムでは導人効果に限度があ

るので,マルチメディア技術の活用が必要である｡

例えば,オフィス業‾務の多くは社内外の他部門で

作成された書類の処理が前程であり,これを電子化

するためにあらためてキー人力するとなると,多人

な,t二数を要することとなる｡したがって,簡便で高

速なイメージデータ化とその処理が求められる｡ま

た,匝J覧されてきた書類にすばやく音声でコメント

できれば,手軽で効果的である｡

今回開発したイメージ&ワークフロー システム

"TEAMSTAR''は,イメージを高速に入力でき,次

世代ユーザーインタフェース,高画質表示,マルチ

メディア機能による操作件の向上など多くの特徴を

持った強力なビジネスツールである｡業務革新のた

めの分析と実行を支援するワークフロー,階層記憶

制御による低価格化,多重記憶による高信頼化,ソ

フトウェア･ハードウェアのオープン化も実現して

おり,今後の業務革新のあり方に新たな方向を導く

ものと考える｡

*l=t鮒1三怖 ストレージシステム市某部 **‖､1二製作所 怜巨Iiシステムー当主業椰***l川二製作所 ビジネスシステム開発センタ
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n はじめに

近年,オフィスでの生産件向上の有力な手段として業

務革新の考え方1)(BPR:Businessl)rocessRe-engi11eer-

ing)が注目を集めている｡BPRは,美希全体の流れを分

析して巾構築することにより,生産性をl言+】上するもので

ある｡BPRを情報機器で実現する有効な手段の一つにワ

ークフローがある｡ワークフローは,作業者閑での情報

†云達を徹底的に電子化し,ネットワーク上で高速伝達す

るシステムである｡

わが凶のオフィスでは,けい線を使った書式を持つ書

類が多いことや,マネージャのキー人力効率の問題もあ

り,テキストだけのワークフローシステムでは限度があ

る｡そのため,強ノJなイメージ処理機能を備えたワーク

フローシステム"TEAMSTAR''を開発した｡ここでは,

TEAMSTARの概要と特徴について述べる｡

8 BPRとワークフロー

ワークフローの導入効果は,一連の処理に対する作業

人員の削減や作業効率の向上である｡例えば,米マイク

ロソフト社では,受注業務にワークフローを適用して,

受注担三1者を十に削減し,納期の回答時間を約志に短縮

した2)｡つまり,ワープロ(ワードプロセッサ)やファクシ

ミリのように個別の作業を改善するのではなく,ビジネ

スプロセス全体を改善することができる｡

(1)作業の並列化

ワークフローは,一つの書類が極致の部門で並行して

処理できるような作業を_並列に処理できる｡順送り的に

しか処理できない紙での作業に対し,書類の竜一f一的な複

サーバ
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′プ･回覧機能を使って,作業時問の大幅な短縮が凶れる｡

(2)運搬時間･放置時間の短縮

ワークフローはタイムラグなしに書類を送れるので,

運搬時問が短縮できる｡これは部門間,地域間では人幅

な時間削減となる｡また,受け付けた書類一覧を簡単に

見ることができるので,書類の紛失や放置がない｡

(3)作業分担の適正化

ワークフローは,従来把握が難しかったオフィス業務

の牛産性や負仰こついて,基礎データが収集できる｡こ

のため,ある掛当省の処理待ち発注を別の柑当省へl-りす

こともでき,乍作業Il割引の短縮と人員の削減に効米があ

る｡また,業務の状況が把握できるので,優先順佗の高

い仕事の割り込みに対しても仕事の再配分が容易である｡

田 TEAMSTARの概要と特徴

3.1概 要

TEAMSTARはCSS(Client Server System)環境に,

イメージ専用の人力･記憶装置とソフトウェアを付加し

た形で構戌する｡このため,さまぎまなワークフローの

中でもイメージ機能を重視したワークフローとして実現

している｡その構成を図=,表1に示す｡

3.2 特 徴

(1)ワークフロー

TEAMSTARのワークフローは,米田で高いシェアと

実績を誇るActionWorkflow※1を採川しており,米l二I三I

Stanford大学教授のWinogradが開発した｢ビジネスは

※1)ActionWorkflowは,米同Action Techn()logiesInc.の

管鈍痛標である｡
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*1WindowsNT,Wlndowsは,

米国MicrosoftCorp.の商標

である｡

*2 Exc8l,Word,+ANmanager

は,米国MIC｢OSOftCorp･の

商品名称である.1

図I TEAMSTARの構成川

サーバとクライアントのソ

フトウェア構成を示す｡
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表I TEAMSTARの構成(2)

TEAMSTARを構成する各ソフトウエアとその内容を示す｡

名 称 内 容

サ

l

ノ†

WjndowsNTServer3.5
ネットワーク対応の最新サーバ用プ

ラットフォーム

S()Lサーバ
データの登録検索を管理するデータ

ベース

イメージコードデータ管理 大容量ストレージの階層管理ソフト

ワークフローマネージャ
業務の流れを自動制御するワークフ

ロー管王里ソフト

ク

ラ

イ
ア

ン

卜

Windows3.l
優れた操作性を提供する標準ブラッ

卜フォーム

LAN manage｢

クライアント用標準的ネットワーク

管理ソフト

ワークフローライプラリ ワークフロー制御用APl

高画質イメージライブラリ
拡大･縮小表示.押印などのイメージ

処理

ディスクトップ ドラッグアンドドロップの操作環境

注:略語説明

APl(Application Progr∂mminglnterface)

人間と人間の問の委託関係により進められる+というモ

デルを基にしている3)｡このモテリレによって現行業務を

マップで表現し,問題一たを分析してBPRを実現する｡そ

の:障徴は次のとおりである(図2参照)｡

(a)業務の委託者(カスタマ)と実行者(パフォーマ)の

役割分担と合意条什を明確にする｡

(b)ビジネスの手順を,準備,交渉,実行,合意とい

う四つのフェーズで表現する｡

(c)各フェーズでカスタマとパフォーマが二晩r)うる行

動パターンを整理する｡

(2)イメージコード記憶

(a)低コスト化

イメージデータ処理では,必要な記憶容量が増大する｡

したがってファイルの低コスト化が重安である｡この

ため,高速な磁気ディスクと記憶コストの安い光ディ

スクで記憶を階層化する方式を開発した4)｡これによ

り,さ女価なビットコストと高速なアクセスが両寸二できる｡

(b)高信頼化

顧客の現金に関する伝票のような重要書類について

は保管の要求が強い｡このためワークフローでは同一

データを複数個のディスクに多重記憶する方式を採用

し,ディスクが1台損傷してもデータを回復できるよ

うにした｡

(3)オープン化

∈蚕室ウ

合意

ビジネス

＼J

G亘)
渉

パフォーマ

ヒ重き丈)
図2 ビジネス プロセス モデル

ビジネスの手順を準備･交渉･実行･合意の四つのフェーズで

表現する｡

(a)表計算などとのデータ交換サポート

顧客業務に対応した表計算のExcelや,ワープロの

WordなどのOLEをサポートする流通ソフトウェアと

は,簡単に接続できる｡

(b)顧客専用AI)の開発サポート

顧客業務に特化した専用アプリケーションを開発す

るため,ワークフローおよび文書管理のAPIを提供して

いる｡顧客専用AP(Application)は,C,C＋＋,VC＋＋*2),

VB*2)などの各種言語によって作成できる｡

(4)操作性

(a)マルチメディア化

回覧書類を表すイメージだけでなく,処理中に発牛

するコメントとして音声や文字コードが簡単に添付で

きるので,効果的な意思疎通が図れる｡

(b)ビジュアルな操作手順

次旺代ユーザーインタフェース(Windows95類2))

を先.取りして実現した｡これにより,マウスによるド

ラッグアンドドロップなどの操作で,さまざまな指

示を出すことができる｡

(C)高岡質表示

文字や写真を解像度の低いディスプレイに表示する

と,モアレ(しま模様)や文字･線分の欠落が発生し,

作業能率が著しく低下するという問題があった｡この

ため,文字や写真をディスプレイ+Lに原酬司様に表示

するアルゴリズムを新たに開発した5)｡イメージが見

やすく表示できるので,作業能率を大幅に向上できる｡

※2)VC＋＋,VB,Windowsは,米l司Microsoft Corp.の

登録商標である｡
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過去に入院歴

あります｡

優先して査定して

ください｡
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保険申込書
＋

健康状況
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データベース データベース

高綾

低額

直血
上席査定

転
蒜]＼蒜品+

プリンタ

冒
日日
保管

国3 保険業への適用例

保険業の申し込み査定業務の適用例を示す｡顧客記入書類の高速入力と各種データベース参照により,証書が迅速に作成できる｡

ロ TEAMSTARの適用例

2種類の業種に対応する適用例について以‾Fに述べる｡

(1)仙こ険業

1日当たり数千から1万作の膨人な書類が発′一三する保

険業での保険申込査定業務の例を図3に示す｡まず,保

険巾込書に対して書類の不偏を一た検する｡次に,データ

ベースを参照して,過去の保険申し込みや病歴などを査

左し,最後に保険言l仁吉を発行する｡この間,病歴などの

不備がある場合については,査左者が音声でコメントを

添付することも叶能で,水認者の注意を効果的に引くこ

とができる｡また,"OK”や"NG”などのスタンプを申

込書に押すだけで,ワンタッチでワークフローの流れが

制御できる｡

この業務へのTEAMSTAR導人のメリットは,次のと

おりである｡(1)申込書や診断書をスキャナによって放鳥

晦分36枚の高速入ノJができること,(2)膨大な書類を電イー

化することにより,1ロリ1たり20冊のファイルの保管ス

ペースが削減できること,(3)申込書のイメージと同一由

何でデータベースとJ!て葺合することによって査左時l削が,

例えば十から十に短縮できることである｡

(2)製造業

製造業の場介も同様に,まず見積依頼書に対し比樟‾tIj

を作成して発行する｡次に発注書を受け取った畔一亡二(で兄

横I勺容との確認をとり,請求書などを作成して発そfする｡

この例でも,マルチメディア機能を依って音声やメモ

を添付し,次の人に効果的に情報を伝えることができる｡

導人効果として,受注担当者を十に削減し,回答時問

を志に迅速化した実例がある｡

8 おわりに

ここでは,オフィス/ヒ産性向_L二に不可欠な書類のイメ

ージ処珂機能を備えたワークフロー"TEAMSTER''に

ついて述べた｡1二､EAMSTARは,情糀技術を駆使してマ

ルチメディア化などの使いやすさと,業務プロセスの触

縦を向上したシステムである｡今後もオフィスで働く人

の視点を吏祝したうえで,/h童性の向_卜に役立つシステ

ムを提供してゆく考えである｡
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